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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくり ます。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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ｏ
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実
つ

の
秋
を
迎
え
、
佐
井
村

保
育
所
の
圜
圓
た
ち
が
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
収
穫
に
挑
戦
し
ま
し

た

。こ
の
日
収
穫
し
た
の
は
、
こ

の
春
口

園
児

た
ち
が
植
え
た
も

の
で
、
バ
ケ
ツ
を
片
手
に
畑
巳

飛
び
込
む
と
、
元
気
い
っ

ぱ
い

口
上
を
掘
り
起
こ
し
ま
す

。

「
あ
っ
た
よ
／
」「
大
き
い
よ

と
歓
声
を
あ
げ
な
が
≒

園
児

た
ち
は
収
穫
の
秋
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
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教
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よ
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国
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の
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お
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井

村

長

寿

番

付
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～
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保

健
婦

だ
よ

り
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～

１３

交

母

だ

よ
り

１４
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１５

税

務

だ

よ

り

年

金

だ

よ

り

１６

戸

籍

の

窓

口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

ほ

の

ぼ
の

交

流

″
３０

年
４

牛
滝
地
区
个
↓

立
教
大
生

毎
年
夏
、
牛
滝
地
区
に
立
教

大
の
学
生
が
訪
れ
て
の
交
流
が

一
年
も
休
む
こ
と
な
く
今
年
で

三
十
周
年
目
を
迎
え
、
七
月
三

十
一
已
に
記
念
式
典
を
開
い
て

長
い
年
月
で
培
っ
た
友
情
を
確

か
め
合
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
立
教
大
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
（
キ
リ
ス
ト
教
青
年
言

の
メ
ン
バ
ー
で
、
牛
滝
地
区
を

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭

和
三
十
八
年
か
ら
。
た
ま
た
ま

キ
ャ
ン
プ
で
訪
れ
た
の
が
き
っ

か
け
ら
し
く
、
牛
滝
を
気
に

入
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
翌
三
十

九
年
か
ら
へ
き
地
教
育
研
究
と

奉
仕
活
動
を
目
的
に
定
期
訪
問

を
し
て
き
ま
し
た
。
年
を
重
ね

る
ご
と
に
、
交
流
は
子
ど
も
た

ち
の
ほ
か
青
年
団
、
婦
大
た
ち

に
ま
で
広
が
り
、
地
区
ぐ
る
み

の
交
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
訪
問
に
は
、
六
人
の

学
生
が
参
加
。
七
月
三
十
日
か

ら
五
日
間
滞
在
し
て
、
三
十
周

年
記
念
の
式
典
の
ほ
か
、
牛
滝

小
中
の
児
童
・
生
徒
や
青
年
団

だ
ち
と
交
流
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
し
た
。

▼立教大生との交流

▲交流３０周年記念式典

新

成

人

の

門

出

を

祝

福

平
成
四
年
度

佐
井
村
成
人
式

八
月
十
五
日
、
津
軽
海
峡
文

化
館
ア
ル
ザ
ス
を
会
場
に
「
平

成
四
年
度
佐
井
村
成
人
式
」
が

開
催
さ
れ
、
新
た
に
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
青
年
た
ち
を
祝

福
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
新
成
人
五
十
九

人
の
う
ち
二
十
八
人
が
出
席
。

村
民
憲
章
の
唱
和
に
続
い
て
教

育
長
が
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人

と
し
て
の
心
構
え
を
ア
ド
バ
イ

ス
。
村
長
、
議
長
、
教
育
委
員

長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
て

激
励
し
ま
し
た
。

防

犯

少

年

野

球

大

会

で

熱

闘

の

す

え

”
優

勝

”

－

佐
井

小
イ

ー

グ
ル

ス
ー

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的

に
、
大
間
地
区
連
合
防
犯
協
会

少
年
野
球
大
会
が
、
八
月
六
日
、

七
日
の
二
日
間
、
風
間
浦
村
民

野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
小
イ

ー
グ
ル
ス
は
、
初

戦
の
蛇
浦
小
に
圧
勝
。
決
勝
戦

で
下
風
呂
小
と
対
戦
し
、
両
校

二

対
二

の

ま

ま
延

長
戦

に
突

入
。
息
詰
ま
る
試
合
を
展
開
し
、

熱
闘
の
す
え
見
事
に
優
勝
し
ま

少

年

非

行

防

止

へ

標

語

看

板

を

設

置

青
少
年
育
成
村
民
会
議
で
は

こ
の
ほ
ど
、
大
間
警
察
署
の
署

し
た
。
暑
さ
の
中
、
放
課
後
の
練
習

の
成
果
が
プ
レ
ー
の
随
所
に
見

ら
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
試
合
で

し
た
。

員
と
と
も
に
、
村
内
二
十
ヵ
所

に
少
年
非
行
防
止
を
訴
え
る
標

語
の
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

看
板
設
置
は
、
村
民
会
議
の

年
間
事
業
の
一
環
で
、
看
板
に

は
「
町
ぐ
る
み
／
み
ん
な
の
力

で
／
非
行
の
防
止
」
「
ふ
れ
あ

い
と
／
対
話
が
育
て
る
／
子
の

未
来
」
の
標
語
が
入
っ
て
い
ま

す
。設
置
に
あ
た
っ
た
会
員
た
ち

は
「
非
行
防
止
に
役
立
て
ば
」

と
、
人
通
り
が
多
く
目
立
つ
場

所
を
選
ん
で
看
板
を
取
り
付
け

て
い
ま
し
た
。

▲標語看板の設置

Ｗイ憂鰆した佐井小イーグルス



こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代

表
し
て
宮
沢
忠
く
ん
が
答
辞
を

述
べ
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
新
成
人
に
対
し
て
、
ア
ル

ザ
ス
を
描
い
た
絵
皿
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、
式
典
後
に
は
海
峡

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
。
村
の

歴
史
を
学
び
、
佐
井
人
と
し
て

二
十
一
世
紀
の
担
い
手
と
な
る

こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▼成人式

夏

ま

つ

り

で

に

岩

わ

う

Ｉ
大
輪
の
花
火
が
観
客
を
魅
了
－

八
月
十
五
日
、
商
工
会
主
催

の
夏
ま
つ
り
が
ア
ル
ザ
ス
周
辺

で
開
催
さ
れ
、
村
民
や
お
盆
の

帰
省
客
、
観
光
客
ら
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
空

模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル

ザ
ス
の
駐
車
場
に
設
け
ら
れ
た

広
場
で
は
、
チ
ビ
。
コ
広
場
や

歌
謡
シ
ョ
廴

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な

ど
に
大
勢
の
観
客
が
っ
め
か
け

て
夏
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の「
花
火
大
会
」
が
始

ま
る
と
、
ま
つ
り
も
最
高
潮
に

達
し
、
色
と
り
ど
り
の
大
輪
の

花
火

が
夏
の
夜
空
に
広
が
り
、

観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

夏まつり

防

波

堤

壁

画

が

延

長

海
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る

佐
井
漁
港
の
防
波
堤
を
キ
ャ
ン

バ
ス
に
、
今
年
も
県
外
の
大
学

生
ら
に
よ
る
「
防
波
堤
壁
画
」

が
描
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
会
津
短
大
、
東
京

造
形
大
、
北
海
道
東
海
大
、
福

島
大
の
四
大
学
か
ら
六
グ
ル
ー

プ
が
訪
れ
、
「
美
し
い
海
、
無

限
の
宝
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

カ
ラ
フ
ル
な
壁
画
が
描
か
れ
ま

し
た
。

▼今年描かれた「防波堤壁画Ｉ

新曲「男の海」を発表

ま
す
ま
す

頑
張
っ
て
い
ま
す

Ｉ

下

北

二
郎

―

ｒ ８月に日本クラウン
から新曲「男の海」が

発表 されキャンペーン
で各地を走り回ってい

ます。

新曲は、作詞星野哲
郎、作曲船村徹と両大
家の手によるもので、

ヒットを期待していま

す。 また、９月２日に
は、東京の中野サンプ

ラザで行われた「第１６
回日本歌手協会 歌゙謡

祭４」にも出演し、ます

ます頑張っています。
ふるさとのみなさん、
これからも応援をよろ

しくお願いします。

佐井村特産

新種じゃがいも

ギタアカリ、の

販売カスタード

ＪＡ下北・佐井（農協）

で は、 ８月か らアルザ

ス内 スーバニ ア・ハウ

ス とＪＡ下北・佐井で 、

キ タアカリの販売 をス

一卜 しました。

価格 は、３キロ人り１

箱が１，０３０円となってお

り、数量 が３ト ンの限

定販売 となってい ます。

県内で は佐井 村 だけ

で 生産 されている 「キ

タアカリ」。新 たな特

産品に と、 栽培 農家 の

みなさ んの期待 が寄せ

られてい ます。

好 評 で す ／

む ら お こ し 商 品 －①

「ラブリーさい」販売事業協議会

Ｉ 青 森 ひ ば の 呑 り

菓 用 ホ ット バ ス

［１錠５０９ １０錠入］

小 売 価 格 １，３００円

・冷え症、疲労回復、
あせも等、体のしん
まであたたまる「青
森ひばの香り・薬用
ホットバス」です。
・浴槽のお湯 （約１８０
～２００Ｉ）に一錠を溶
かしてから入浴して
くだい。温浴効果に
より血行を促進しま
す。 また、さわやか
な香りと色で入浴を
お楽しみください。
・青森ひばから抽出し

た、天然成分のひば油
が含有されています。



ま
す
チ
ェ
ッ
ク

忘
れ
て
い
な
い
か

今
年
も
無
保
険

（
無
共
済
）

バ
イ
ク
対
策
協
議
会
（
総
務
庁
、

警
察
庁
、
大
蔵
省
、
農
林
水
産

庁
、
運
輸
省
等
）
で
は
、
九
月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
「
無

保
険
（
無
共
済
）

バ
イ
ク
を
な

く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行

い
ま
す
。

二
五
〇

に
以
下
の
バ
イ
ク
に

は
車
検
制

度

が
な

い
こ

と

も

あ
っ
て
、
自
賠
責
保
険
（
共
済
）

の
継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち

で
す
。
小
さ
な
バ
イ

ク
だ
か
ら

と
い
っ
て
「
油
断
は
禁
物
」
、

バ
イ

ク
の
起
こ
す
人
身
事
故
も

軽
視
で
き
ま
せ
ん
。
東
京
都
で

起
き
た
無
保
険

（
無
共
済
）
の

原
動
機
付
自
転
車
（
十
六
歳
の

少
年

が
運
転
）
の
事
故
で
は
、

道
路
前
方
を
横
断
中
の
被
害
者

金

十
六
歳
の
男
性
）
に
衝
突

し
、
死
亡

さ
せ
た
こ
と
に
よ
り

Ａ
二
、
三
六
九
万
円
Ｖ

の
損
害

賠
償
が
請
求
さ
れ
た
と
い
う
例

も
あ
り
ま
す
。

も
し
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い

た
ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会

社
、
同
代
理
店
（
バ
イ
ク
、
自

転
車
店

等
）

農
協

へ
行

き
ま

な
お
、
原
付

バ
イ
ク
の
保
険

料
（
共
済
掛
金
）
は
、
一
年
契

約
七
、
八
五
〇
円
、
二
年
契
約

一
〇
、
一
五
〇
円
、
三
年
契
約

で
コ
一
、
三
〇
〇
円
で
、
死
亡

事
故
の
場
合
三
、
〇
〇
〇
万
円

ま
で
の
保
険
金
（
共
済
金
）
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

県
立（

戸
高
等
技
術
専
門
校

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
自
動
車
工
学
系
３０
名

二
年

（
二
級
自
動
車
整
備
士
養
成
）

■
機
械
シ
ス
テ
ム
系
２０
名
二
年

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
工
作
機

械
・
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
技
術

者
養
成
）

■
設
備
シ
ス
テ
ム
系
２０
名
二
年

（
冷
暖
房
・
空
調
・
冷
凍
・
給

排
水
・
電
気
・
自
動
制
御
の
施

工
技
術
者
養
成
）

・
応
募
資
格
は
、
高
等
学
校
卒

べこ
原 田 牛 ま つ り

と き：９ 月日 日（日）
午前１０時開場

ところ：原田第１牧場
（国道下）

下北地方福祉 事務所

現地面接相談所を開設

９月９日（水）

午後１時～３時

農業研修センター

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
る
ね
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
纈

み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「轄 鵄睹のっとい」棧 催
八
月
十
四
日
、
佐
井
村
季
節

労
働
者
の
つ
ど
い
が
、
ア
ル
ザ

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
盆
の
多
忙
の
中
、

村
内
か
ら
約
三
十
人
の
季
節
労

働
者
が
出
席
し
、
村
議
会
議
長

か
ら
、
「
高
齢
化
が
進
み
出
稼

ぎ
者
は
苦
し
い
立
場
に
立
だ
さ

れ
て
い
る
。
健
康
を
第
一
に
安

全
就
労
に
つ
と
め
て
く
だ
さ

い
。」
ま
た
、
村
長
か
ら
は
労

働
福
祉
の
増
進
を
計
り
、
安
全

で
明
る
い
出
稼
ぎ
が
で
き
る
よ

う
、
家
族
を
大
切
に
し
、
健
康

診
断
を
必
ら
ず
受
け
て
、
健
康

に
留
意
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
激
励
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
じ
仲
間
同
志
が

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
懇
談
会
に
移
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
就
労
先
や
留
守
家
族
の
状
況

等
を
語
り
合
い
、
カ
ラ
オ
ケ
で

賞
品
を
い
た
だ
き
、
次
の
再
会

を
誓
い
和
や
か
な
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

家
族
と
の
だ
ん
ら
ん
も
束
の

間
、
現
地
に
向
か
わ
れ
た
み
な

さ
ん
、
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

留
意
さ
れ
、
事
故
に
は
十
分
気

を
つ
け
て
仕
事
に
励
ん
で
く
だ

さ
い
。



業
見
込
者
（
平
成
五
年
三
月
）

ま
た
は
高
等
学
校
卒
業
者
。

・
募
集
期
間
は
、
平
成
四
年
十

月
二
十
六
日
か
ら
平
成
四
年
十

一
月
二
十
一
日
ま
で
。

・
試
験
日
は
、
平
成
四
年
十
一

月
二
十
六
日
。

・
応
募
手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
〒
○
三
九
－

二
二
八
戸
市

市
川
町
学
長
七
谷
地
ニ
ー
五
六

八
青
森
県
立
八
戸
高
等
技
術
専

門
校
登
○
一
七
八
（
二
八
）
六

八
一
一
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

検

察

審

査

会

に

ご

相

談

を

／

。

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
の
は
、
ど
う
も
納
得
で
き
な

い
。こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方

は
、
検
察
審
査
会
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
し
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
青
森
検
察

審
査
会
事
務
局
（
青
森
地
方
裁

判
所
内
）
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

登
○
一
七
七
（
二
二
）
五
三
五
一

白
然
災
害
の
中
で
も
、
地
震

は
特
に
被
害
が
大
き
く
、
そ
の

言
λ
津
波
や
火
事
な
ど
の
二

次

災
害
を
引
き
起
こ
す
恐
行
七
あ

つ
ま
ず
。

”
プ
ラ
ウ
刀
と
き
た
と
爽

慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
で

き
る
よ
う
口
す
る
言
は
、
ふ
だ

ん
か
う
地
震
言
対
ず
る
心
構
え

を
し
て
お
く
こ
と
が
⑤
要
で
几

さ
て
、
あ
な
た
は
ど
の
く
ら

い
備
え
万
で
き
て
い
ま
す
か
。

確
認
を
し
て
み
ま
し
よ
う
。

地

震
に
対
す
る
備
え
は

秀

耆

秀

？

物

が

上

か

ら

落

ち

て

こ

な

い

よ

う

に

す

る

震
度
四
程
度
の
地
震
で
も
、

家
具
な
ど
の
上
に
置
い
て
あ
る

物
が
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
重

い
物
や
安
定
性
の
な

い
物
は
、
高
い
と
こ
ろ
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

香

籟

ｆ
倒
札
な
い
よ
う
に

固
定
す
る

大
き
な
地
震
に
な
る
と
、
家

具
の
上
か
ら
物
が
落
ち
る
ば
か

り
か
、
家
具
そ
の
も
の
が
倒
れ

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
壁

や
柱
な
ど
に
金
具
で
し
っ
か
り

と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

火
事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

消

火

器

の

準

備

を

す

る

火
事
は
、
初
期
消
火
が
肝
心

で
す
。
消
火
器
の
準
備
や
風
呂

の
水
張
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

非

常

用

持

ち

出

し

袋

を

用

意

す

る

地
震
に
よ
っ
て
、
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
な
ど
の
生
活
に
必
要

な
ご
フ
イ
フ
ラ
イ
ン
″
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
、

懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
、
救
急
医

薬
品
、
飲
料
水
、
食
料
な
ど
、

必
需
品
を
入
れ
た
非
常
用
の
持

ち
出
し
袋
を
用
意
し
て
お
き
ま

碵

族

防

災

会

議

”
を

開

く

よ

う

に

す

る

地
震
が
起
き
た
と
き
の
た
め

に
、
だ
れ
が
何
を
す

る
か
と

い
っ
た
一
人
一
人
の
役
割
を
決

め
た
り
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
た
と
き
の
集
合
場
所
や
連

絡
方
法
を
決
め
た
り
す
る
防
災

会
議
を
開
き
、
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

９ Ｊ
ふ
１
，
よ
『防 災 。日

』

地震 － いざというとき
落ち着いて行動できますか

揺れ自体よりも恐ろしい

火事や津波などの二次災害

９月９日は
『救 急 の日 』

用件は正しく
あわてず１１９番

自 衛 官 募 集 案 内

一般曹候補学生・曹候補

士（男・女）を募集してい

ます。

■一般曹候補学生とは

高校卒業者（卒業見込者

を含む）を対象として、自

衛隊の基幹要員となるべく

自衛官を養成します。

２年間の教育を修了し、

全国の部隊に配置されま

す。
＜受験資格＞

高校卒業及び高校卒業見

込みの者で、２１歳未満。
■曹候補士とは

高校卒業者（卒業見込者

を含む）を対象として、基

幹要員となるべき自衛官を

養成します。

約３ヶ月間の教育課程を

終了し、各種の部隊に勤務

します。
＜受験資格＞

高校卒業及び高校卒業見

込みの者で、２７歳未満。

卜受付期間

平成４年９月１４日まで

※詳細は、自衛隊むつ募集
事務所（酋⑩－７４８４）にお

問い合せください。



教
育
だ
よ
う

第４回

健

康

づ

く

り

町

内

対

抗

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
閉
幕

＝

大

新

緑

チ

ー

ム

が

ア

ベ

ッ

ク

優

勝

＝

六
月
か
ら
、
約
二
ヵ
月
間
に
わ
た
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

「
第
四
回
健
康
づ
く
り
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
こ
の

ほ
ど
終
了
し
、
男
子
の
部
女
子
の
部
と
も
「
大
新
緑
チ

ー
ム
」
が

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■ 男 子予 選 リ ーグ

【Ａブロック】 上位２チームが決勝トーナメントに進出

【Ｂブロック】 上位２チームが決勝トーナメントに進出

【決勝トーナメント】

■
男
子
の
部

優

勝

大

新

緑

Ａ

準
優
勝

新

浦

第
三
位

仲

浜

原

田

■
女
子
の
部

優

勝

大

新

緑

準
優
勝

川

原

町

第
三
位

日

の

出

佐
井

村
中

央
公

民

館

選

短

歌中

島

万

吉

明

日

生

き

る

老

い

の

手

を

持

て

米

炊

ぐ

夕

餉

の

支

度

に

亡

妻

の

面

影

命

日

は

欠

か

さ

ず

参

る

妻

の

墓

涙

の

如

く

ひ

か

る

朝

露

わ

れ

来

る

を

妻

待

ち

佇

び

る

か

墓

台

に

蝋

涙

流

れ

て

喜

ぶ

如

し

（
草
原
の
果
て
に
…
を
読
む
）

仏

と

も

鬼

と

も

な

れ

ず

草

原

を

彷

徨

う

君

に

神

仏

の

加

護

中

谷

サ

ツ

ヱ

山

峰

へ

登

る

リ

フ

ト

の

孫

た

ち

を

見

守

り

眺

む

る

わ

れ

の

一

刻

名

札

つ

け

到

着

口

へ

現

わ

る

る

七

才

の

孫

ひ

と

り

旅

来

る

岩

木

山

頂

仰

げ

ば

動

く

も

の

虫

の

如

く

に

人

登

り

居

る

八

方

に

身

を

廻

し

見

る

八

合

目

リ

フ

ト

の

横

の

う

す

き

綿

雲

八

合

目

一

人

残

り

て

静

か

な

り

岩

木

の

山

の

夏

の

鶯

目

時

道

枝

（
金
メ
ダ
リ
ス
ト
吉
田
・
古
賀
選
手
）

涼

や

か

に

表

彰

台

に

立

ち

し

君

揚

が

る

日

の

丸

み

っ

つ

微

笑

む

法

螺

貝

の

音

も

遠

の

き

幟

百

条

の
供
奉
船
団
は
海
路
に
向
う

遠
く
は
藍
色
を
変
え
つ
つ
海
昏

れ
ぬ
月
を
払
い
て
漁
火
燃
え
出

ず下
北
の
山
陰
の
小
さ
き
墓
の
群

れ
盆
の
灯
見
下
ろ
し
つ
行
く

石
戸
美
矢
子

鉢
植
え
の
花
の
こ
ぼ
れ
を
箒
に

て
掃
け
ば
そ
の
音
の
懐
し
く
し

て

川
岸
キ
ヨ
子

退
院
の
吾
を
迎
え
し
シ
ャ
ム
猫

は
じ
っ
と
み
っ
め
て
瞬
き
を
せ

木
よ
り
木
へ
渡
れ
る
風
の
清
し

く
て
吾
が
体
に
も
優
し
く
纒
う

二
人
し
て
診
療
終
え
て
外
に
出

ず
よ
ろ
こ
び
も
ち
て
鶯
の
鳴
く

橋
本
と
も
子

過
ぎ
し
日
の
苦
し
み
背
負
い
今

日
も
ま
た
明
日
の
希
望
に
伜
は

い
ど
む

児
ら
多
く
歌
に
遊
戯
に
そ
の
仕

草
ひ
と
き
わ
目
立
つ
家
の
孫

上
山

実

（
続
・
大
荒
川
を
偲
ぶ
）

今
は
亡
き
大
先
輩
の
名
が
刻
み

触
れ
れ
ば
頭
の
下
る
思
い
よ



■女子の部
男子ソフトボールの部

女子ドッチボールの部

Ａブロック

Ｂ ブロ ツヽク

決勝

トーナメント

八
月
二
日
、
夏
の
青
空
の
も

と
、
連
合
子
ど
も
会
の
球
技
大

会
が
佐
井
小
学
校
を
会
場
に
行

わ
れ
、
元
気
な
声
が
響
き
わ

た
っ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
位一

日
の
出
子
ど
も
会

二
位

あ
す
な
ろ
子
ど
も
会

三
位

磯
谷
子
ど
も
会

潮
風
子
ど
も
会

■
女
子
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル

一
位

や
ま
び
こ
子
ど
も
会

二
位

磯
谷
子
ど
も
会

三
位

牛
滝
子
ど
も
会

仲
よ
し
子
ど
も
会

よ
く
見
れ
ば
我
が
名

も
残
り
四

十
年
流
れ
は
早
し
筵
道
の
沢

四
十
年
思
い
を
寄
せ
て
神
木
の

前
に
進
み
て
柏
手
を
打
つ

朽
ち
る
と
も
十
九
の
鳥
居
重
な

り
て
山
の
男
の
生
活
を
偲
ぶ

俳

句島
野

房
子

藁
敷
き
し
西
瓜

ご
ろ
寝
の
夏
日

向ど
く
だ
み
や
香
り
標
う
昼
静
か

三
上

敏

う
ち
捨
て
し
鉢
の
土
に
も
茂
る

草ゆ
っ
た
り
と
金
魚
の
泳
ぐ
池
蒼
し

指
先
に
琴
爪
は
め
し
夏
の
宵

石
戸
美
矢
子

朝
露
を
一
人
占
め
せ
し
月
見
草

遊
ぶ
人
働
く
人
や
糸
と
ん
ぼ

晩
涼
や
月
の
最
も
冴
え
る
時

川
岸
キ
ヨ
子

籐
椅
子
に
傘
寿
の
日
日
を
夫
眠

夏
盛
る
カ
ヌ
ー
の
若
人
の
汗
光

茶
の
花

や
師
の
手
捌
き
に
狂

い

な
し
露
草
の
紫
紺
も
混

ぜ
し
仏
花

（
岩
木
山
方
面
）
田
名
部
ヒ
サ

雪
渓
の
ほ
の
鼻
白
に
岩
木
山

下
闇
に
神
の
水
あ
り
長
柄
杓

炎
天

や
神
の
御
水
の
腑
に
沁
み

ぬ残
鶯
の
風
に
途
切
れ
る
峯
あ
た

一
望
す
る
背
に
風
涼
し
岩
木
山

真
ん
丸
く
露
を
零
さ
ず
蜘
蛛
の

糸

西
谷

豊
彦

車
よ
り
拡
声
流
し
金
魚
売
り

水

着

型
残

し
日

焼

け

の

シ
ャ

ワ
ー
浴

び

魚
信
鈴
鳴
り
動
き
け
り
夜
釣
り

の
灯
反
射
せ

る
隣
家
の
吊
す
金
魚
玉

上
山

実

霧
深
し
夏
の
高
嶺
の
遠
光
り

昼
顔
に
畦
刈

る
鎌
の
手
を
取
ら

れ汗
を
拭
ぐ
虎
尾
草

ゆ
れ
る
昼
木

陰

正
誤

入

月
号

踏
み
分
け
て
辿

れ
ば
深
き
小
屋

跡
の
巨
木
の
中
に
静
ま
り
て
あ

り

工

山
実
）

喪
心

の
深

ま
り
啼
く
や
時

鳥

（
菊
池
み
や
）

起
き
抜
け
の

合
せ
鏡
や
庭
青
葉
（
石
戸
美
矢

子
）
三
上
士
郎
先
生
叙
勲

（
西

谷
豊
彦



国

保

の

し

お

り

医

療

費

を

大

切

に

同
じ
病
気
で
い
く
つ
も
病
院

を
か
け
持
ち
し
た
り
、
必
要
以

上
に
薬
を
ね
だ
る
な
ど
、
医
療

費
を
い
た
ず
ら
に
増
や
す
よ
う

な
受
診
の
仕
方
は
や
め
ま
し
ょ

む
し
ろ
、
日
頃
の
健
康
づ
く

り
に
励
む
な
ど
し
て
、
病
気
を

遠
ざ
け
、
医
療
費
を
有
効
に
使

い
た
い
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が

上
手
な
受
診
の
心
が
け
を
／

⑧
複
受
診
、
（

シ
ゴ
受
診
は
や

め
よ
う
。

⑩
間
外
や
休
日
の
受
診
は
な
る

べ
く
避
け
よ
う
。

⑩
ね
だ
り
は
や
め
よ
う
。

⑩
師
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
ろ

⑨
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
心
が
け
を
。

⑨
庭
医
を
持
と
う
。

⑨
族
ぐ
る
み
で
積
極
的
に
健
康

づ
く
り
を
。

⑩
診
の
と
き
は
保
険
証
を
忘
れ

ず
に
。

医 療 費 の状況

〔５月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，８５８人

退職者医療 加入者数 ６５人

老人医療 対象者数 ４６９人

蕭
蕭
貴
会
①
笘
蕭
蕭
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

高
齢
者
一
〒

ズ
調
査
は
。、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

み
な
さ
ん
の
実
情
や
要
望
を
正
確
に
調
査
し
、
高
齢
者
の
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
た
め
、
佐
井
村
匸
居
住
し
て
い
る
六
十

五
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

調
査
結
果
匸
つ
い
て
は
、
佐
井
村
の
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
作

成
資
料
と
し
て
、
統
計
的
匚
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

公
的
な
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

゛

お
管
兄
い
た
だ
い
た
個
人
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳
守

い
た
し
ま
す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
畜
行

兄
く
が
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
匸
の
調
査
は
九
月
六
弓
十
月
匚
か
け
て
、
民
生
委
員
、

あ
る
い
は
保
健
婦
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
お
伺
い
し
ま
す
。

高齢者ニーズ調査の調査票項目

○ 一般高齢者用調査票

１．基本的項目

２．家族の状況

３．ひとり暮らしの期間

４．病気や緊急のときの連絡先

５．健康について知りたいこと

６．身体状態

７．生活動作

８．健康状態

９．受診状況

１０．サービスの承知

１１．サービスの利用意向

１２．介護が必要な場合

１３．活動状況

１４．住居の状況

１５．居室の有無

１６．住居の困りごと

１７．相談相手

１８．生きがい

１９．収入の状況

２０．収入額

○ ねたきり等要介護老人用調査票

１．基本的項目

２．家族の状況

３．身体状況

４．生活動作

５．生活全体状況

６．ねたきり等の原因及び期間

７．住居の状況

８．居室の有無

９．住居の困りごと

１０．サービスの利用状況

１１．サービスの利用回数

１２．サービスの利用意向

１３．サービスの利用希望回数

１４．主な介護者

１５．介護の困りごと

１６．相談相手

１７．介護研修

１８．今後の介護



９月１５Ｅｎ濃 老。日
いっまでもお元気で

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
佐
井
村
に
は
、
八
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
一
四
七
人
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
八
十
五
歳
以
上
に
な
ら
れ
た
方
々
を
「
佐
井
村
長
寿
番
付
」
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
念
じ
ま
す
。

※
名
簿
は
、
平
成
四
年
八
月
十
五
日
関
在
で
限
戎
し
ま
し
た
。

平成４年度 佐井村場所
長 寿 番 付



保 健 婦 だ よ り

こ つ そ しようしよう
骨 粗 鬆 症

を 防 ご う

カルシウム不足が

「一 番 の原因」

圃

は

じ

め

に

健
康
で
長
生
き
を
す
る
た
め

の
条
件
は
、
老
化

を
で
き
る
限

り
遅
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
食
事
や
栄
養
に
気

を
つ
か
っ
て
病
気
に
か
か
ら
な

い
体
力
と
気
力
を
保
ち
な
が
ら

暮
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
高
齢
の
女
性
に

特
に
多
い
病
気
に
、
骨
粗
鬆
症

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
お
と

と
し
の
十
一
月
に
宮
澤
淳
一
先

生
の
講
演
を
聴
い
た
方
は
ご
存

知
か
と
思
い
ま
す
が
、
骨
が
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
る
病
気
で
す
。

健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
自
分
に

合
っ
た
健
康
法
を
実
行
す
る
こ

と
と
、
し
っ
か
り
し
た
知
識
を

も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ

で
、
復
習
も
兼
ね
、
骨
粗
鬆
症

に
つ
い
て
の
理
解
を
み
な
さ
ん

で
深
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

崑
女
性
に
多
く
見
ら
れ
る

『
骨

粗

鬆

症

』

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、

「
寝
た
き
り
」
の
原
因
と
し
て

脳
卒
中
に
っ
い
て
第
二
位
の
骨

折
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が「
骨

粗
鬆
症
」
で
す
。
こ
の
病
気
が

最
近
に
な
っ
て
急
に
ク
ロ
し
ス

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
は
、
患

者
数
の
激
増
が
原
因
で
す
。

で
は
、
「
骨
粗
鬆
症
」
と
は

一
体
、
ど
う
い
う
病
気
な
の
で

し
ょ
う
か
。
簡
単
に
い
う
と
、

骨
が
粗
く
な
っ
て
。す
”
が
入
っ

た
よ
う
に
な
り
、
軽
石
の
よ
う

に
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
し
ま
う

も
の
で
す
。
こ
の
病
気
に
か
か

る
と
骨
折
し

や
す
く
な
っ
た

り
、
背
骨
が
っ
ぶ
れ
て
腰
が
曲

が
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
病
気

は
年
を
と
れ
ば
と
る
程
、
男
性

よ
り
も
女
性
に
多
く
、
六
十
五

歳
以
上
の
女
性
の
約
半
分
に
み

ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

急
に
発
病
す
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
の
で
す
が
、
長
年
に
わ

た
っ
て
骨
の
量
が
少
し
ず
つ

減
っ
て
、
そ
の
結
果
、
高
齢
に

な
る
と
骨
折
や
腰
が
曲
が
る
と

回躙励回健事目

１日㈹
９日（水）健康相談日
１４日［月

］

受付時間
２２日（火）午前９時～１２時
場所 役場・健康相談室
電話での健康相談も受付し
ますので、お気軽にご利用
してください。
２２日㈹ 母親教室
時間 午後１時～３時
場所 振興センター和室
２５日（金）老人健康教室
時間 午前１０時
場所 農業研修センター
２９日（火）１歳半・２歳児健
診、乳児健診
時間 午後１２時３０分受付
場所 振興センター和室
対象 （１歳半児）
平成３年１月～３月生
（２歳児）
平成２年７月～９月生
（乳児）
平成４年５月生
平成４年２月生

３０日（水） リハビリ教室
内容 野外活動
時間・場所等詳しいことは
後日連絡します。

年齢と晏の量



い
っ
た
症
状
が
出
て
く
る
わ
け

で
す
。
（
表
土

し
か
し
、
高
齢
に
な
れ
ば
す

べ
て
の
人

が
か
か
る
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
統
計
的

に
見
る
と
、
男
性
よ
り
も
女
性

の
方
が
か
か
り
や
す
く
、
さ
ら

に
閉
経
後
の
女
性
に
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

六
十
歳
以
上
を
過
ぎ
た
段
階

で
歩
い
た
り
、
体
を
動
か
す
と

腰
が
痛
く
な
る
、
重

い
も
の
を

持
つ
と
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
よ
う
な

状
態
に
な
る
と
い
う
症
状
が
出

た
ら
、
骨
粗
鬆
症
に
か
か
っ
た

可
能
性

が
あ
る
と
考
え
て
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
か

ら
見
て
、
背
中
が
曲

が
っ
た
状

態
も
骨
粗
鬆
症
の
可
能
性
が
犬

で
す
。
（
表
２
）

亘

骨

粗

鬆

症

の

原

因

で
は
、
な
ぜ
骨
が
も
ろ
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
骨

を
丈
夫
に
形
成
し
て
い
る
の
は

カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。
人
体
の
カ

ル
シ
ウ
ム
の
九
九
％

は
骨
に
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
残
り
の

Ｉ
％

が
筋
肉

や
血
液
と
い
っ
た
細
胞

の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ

ム
が
不
足
す
る
と
、
痙
攣
が
起

こ
っ
た
り
、
脳
の
働
き
が
鈍
く

な
っ
た
り
し
、
最
後
に
は
意
識

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
筋
肉
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム

が
不
足
す
る
と
、
心
臓
の
働
き

に
も
変
調
を
来
た
し
、
脈
拍
が

乱
れ
、
血
液
を
十
分
に
体
内
に

押
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
わ
ず
か
Ｉ
％
の
カ
ル
シ
ウ

ム
が
私
た
ち
の
生
命
を
維
持
す

る
の
に
大
変
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
私
た
ち
の
体
は
、
細
胞
の

中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
い
っ
も
一

定
の
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
調
節
を
し
て
い
ま
す
。
細

胞
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
足
り

な
く
な
る
と
、
骨
に
あ
る
分
の

カ
ル
シ
ウ
ム
を
細
胞
に
ま
わ
し

て
、
レ
ベ
ル
を
保
ち
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
今
度
は
骨
の
カ
ル

シ
ウ
ム
が
不
足
し
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
く
と
、
骨
に
必
要
な
カ

ル
シ
ウ
ム
の
量
が
足
り
な
く
な

り
、
骨
が
も
ろ
く
な
る
と
い
う

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
カ
ル
シ

ウ
ム
不
足
が
「
骨
粗
粒
症
」
の

一
番
の
原
因
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
他
に
原
因
と
し
て
は
、

１
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
代
謝
を
調

節
す
る
ホ
ル
モ
ン
の
異
常

２
、
加
齢
（
年
を
と
る
こ
と
）

３
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
欠
乏
、

遺
伝
・
体
質

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て

予
防
す
る
た
め
に
は
、

１
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
と
る

２
、
運
動
す
る
こ
と
（
骨
の
減

り
方
が
少
な
く
な
邑

３
、
骨
量
を
減
少
さ
せ
る
喫
煙
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
カ
フ
ェ
イ
ン

の
摂
取
を
控
え
る

４
、
日
光
に
よ
く
あ
た
る
（
骨

の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
を
増
や
す

働
き
が
あ
る
）
こ
と
で
す
。

液

骨
を
頑
丈
に
す
る
に
は

畳
の
縁
や
敷
居
な
ど
の
家
屋

内
の
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
や
、

戸
外
の
く
ぼ
み
等
に
つ
ま
ず
い

て
転
ぶ
と
、
よ
く
大
腿
骨
頸
部

骨
折
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、

も
ろ
く
な
っ
た
背
骨
は
、
転
ば

な
く
て
も
、
重
い
も
の
を
持
ち

上
げ
た
だ
け
で
っ
ぶ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
に
立
っ
た
り
、
歩
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
寝
た
き
り
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
（
骨

粗
鬆
症
を
防
ぐ
）
た
め
に
は
、

骨
が
頑
丈
に
な
る
方
法
を
実
行

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

私
た
ち
の
骨
は
ほ
ぼ
三
十
歳

代
が
終
わ
る
ま
で
に
運
命
が
決

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
の
時

期
ま
で
に
、
し
っ
か
り
し
た
骨

を
作
っ
て
し
ま
わ
な
い
と
、
そ

れ

か
ら
で

は
遅

す

ぎ

る
の
で

す
。
し
か
し
、
年
を
と
っ
て
か

ら
で
も
、
骨
を
頑
丈
に
す
る
こ

と
は
、
骨
粗
鬆
症
の
進
行
を
遅

ら
せ

る
た
め
に
役
立
ち
ま
す
。

予
防
法
に
つ
い
て
は
、
次
号

に
掲
載
し
ま
す
が
、
い
つ
ま
で

も
頑
丈
な
骨
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
は
、
小
さ
い
時

か

ら
の
生

活

が
影

響

す

る
こ

と
、

ま
た
、
年
を
と
っ
て
か
ら

で
も
、
骨
粗
鬆
症
だ
と
診
断
さ

れ
て
か
ら
で
も
、
進
行
を
食
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■骨粗鬆症の有病率



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
を
終
え
て

奥

本

昌

子

今
年
も
ま
た
夏
に
入
り
、
観

光
客
や
帰
省
客
が
大
勢
訪
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
交
通
安
全
母
の

会
で
は
、
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
中
の
七
月
二
十
四
日
と
二

十
五
日
、
中
道
の
国
道
浴
い
で

車
や
バ
イ

ク
の
運
転
手
さ
ん

に
、
マ
ス
コ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な

ど
を
配
っ
て
匸

父
通
安
全
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
車
で
佐
井
村
を
訪

れ
る
観
光
客
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の

み
な
さ
ん
を
、
悲
惨
な
交
通
事

故
か
ら
守

る
た
め
、
大
間
警
察

署
と
協
力
し
て
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
日
配
ら
れ
た
マ
ス
コ

″

卜
は
、
可
愛
い
い
金
魚
の
形
を

し
て
い
て
、
毋
の
会
の
み
な
さ

ん
が
前
も
っ
て
心
を
込
め
て
作

り
、
神
社
で
安
全
運
転
と
無
事

故
を
祈
っ
て
、

ご
祈
禧
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。

遠
く
は
「
な
に
わ
」
「
奈
良
」

「
札
幌
」

な
ど
、
他
県
の
ナ
ン

パ
ー
ツ
レ
ー
ト
を
付
け
た
車
が

見
ら
れ
、
私
た
ち
は
「
ご
苦
労

様
、
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
。
」
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。」
の
声
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
を
見
送

り
ま
し
た
。

命
を
助
け
る
大
事
な
仕
事
。

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
Ｉ

各

家
庭
で
も
交
通
安
全
に
理
解
を

高
め
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

？山 愬

３ノ，２３３１

尨 鵲 豆讖（その４）

① ②

上の標識は、最近ではあ
まり見かけなくなりまし

た。①は高さ制限、②は最
大幅の意味があります。

①は高架橋の下、②は林道

などの橋に設置されていま

す。

ところで、つい最近、山
のような荷物を積んだ軽ト

ラックを見かけましたが、
後ろを運転する者にとって

大変気になるものです。荷

物の積み過ぎ（過積載）に

は、十分注意しましょう。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成４年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から
○ 高齢者交通安全旬間

期間 ９月１１日～９月２０日
Ｏ）秋の全国交通安全運動
期間 ９月２１日～９月３０日

シートベルト しめる心が 身を守る



心

と

体

の

く

苣

を

知

り

｛
一｛

全

運

転

今
回
は
、
視
点
を
変
え
て
交
通
安
全
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

自
分
の
。
く
せ
気
傾
向
｝
が
、
運
転
の
ど
ん
な
行
動
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
か
を
知
り
、
事
故
を
防
ご
う
と
い
う
も
の
で
す
。

人
間
「
な
く
て
七
く
せ
」
、
あ
な
た
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

心
の
く
せ
／
感
情
の
安
定
性

い
つ
で
も
冷
静
に

次
に
挙
げ
る
項
目
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
ク
ヨ
ク
ヨ
す
る
こ
と
が
多
い
。

・
か
ら
元
気
を
出
し
て
、
見
か

け
だ
け
威
勢
よ
く
振
る
舞
う
。

・
強
が
り
を
よ
く
言
う
。

・
不
平
、不
満
を
漏
ら
し
が
ち
。

こ
の
よ
う
な

ご
心
の
く
せ
”

の
持
ち
主
は
、
感
情
の
安
定
性

に
欠
け
る
面
が
あ
る
た
め
、
一

般
的
に
次
の
よ
う
な
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。

運
転
中
、
よ
く
イ
ラ
イ
ラ
す

る
／
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す

ぐ
に
カ
ッ
と
な
る
／

気
が
散
り

や
す
く
気
分
に
ム
ラ
か
お
る
／

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
て
も
、

半
分
心
が
留
守
に
な
る

心
の
乱
れ
が
事
故
に
つ
な
が

り
や
す
い
の
は
周
知
の
事
実
。

運
転
中
、
何
か
あ
っ
て
も
深
呼

吸
す

る
な
ど
し
て
気
分
転
換
を

図
り
、
冷
静
に
運
転
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

心
の
く
せ
／
協
調
性

他
車
へ
の
思
い
や
り
を

仲
間
意
識
が
萍
く
、
い
つ
も

傍
観
者
的
な
態
度
で
、
自
分
か

ら
積
極
的
に
他
人
に
協
力
す
る

よ
う
な
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、

目
先
の
損
得

が
先
に
立
っ
た

り
、
な
げ
や
り
な
一
面
を
も
っ

て
い
た
り
…
…
と
い
う
あ
な

た
。
運
転
中
、
前
を
走
っ
て
い

る
車
を
せ
き
立
て
た
り
、
ち
ょ

く
ち
ょ
く
進
路
変
更
を
し
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
は
、

協
調
性
に
欠
け
て
い
る
よ
う
で

す
。他
車
に
不
安
を
与
え
た
り
し

な
い
よ
う
、
田
心
い
や
り
と

亅
譲

る
精
神
”
を
、
日
常
生
活
の
中

で
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
ま

心
の
く
せ
／
寛
容
性

気
持
ち
を
お
お
ら
か
に

日
頃
気
を
張
り
つ
め
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
デ
リ
ケ
ー
ト
で

他
人
に
一
見
小
心
者
と
見
ら
れ

る
傾
向
が
あ
る
…
…
と
い
う
あ

な
た
に
は
、
寛
容
性
が
足
り
な

い
よ
う
で
す
。

こ
う
い
っ
た
人
は
、
つ
い
人

と
張
り
合
う
運
転
に
な
り
が
ち

で
す
。
気
持
ち
を
ラ
ク
に
し
て
、

ひ
と
回
り
大
き
な
心
を
養
い
ま

体
の
く
せ
／
視
力
な
ど

適
性
検
査
を
受
け
よ
う

安
全
運
転
の
た
め
に
は
、
今

ま
で
説
明
し
て
き
た
よ
う
な

ご
心
の
く
せ
”
以
外
に
も

。体

の
く
せ
”
を
知
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
こ
こ
で
い
う

。
体
の
く
せ
″

と
は
、
動
作
は
円
滑
か
、
動
作

は
正
確
か
、
判
断
・
動
作
の
夕

イ
ミ
ン
グ
は
適
当
か
、
視
力
な

ど
の
視
覚
機
能
は
十
分
か
、
な

ど
を
い
い
ま
す
。

全
国
に
あ
る
「
自
動
車
事
故

対
策
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
こ
れ

ら

。
体
の
く
せ
”
を
ペ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
や
診
断
機
器
に
よ
っ
て

科
学
的
に
測
定
し
、
診
断
す
る

適
性
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
心
の
く
せ
”
も
同
時
に
診
断

し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
も
適
性
診
断
を
受

け
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の

。
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖
”
に
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
詳
細

は
、
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン

タ
ー
本
部
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

本
部
〒
１０２
東
京
都
千
代
田
区
麹

町
六
の
一
の
二
五

音
○
三
（
五
二
七
六
）
四
四
五
一

自
転
車
の
無
灯
火
調
べ

夏
休
み
に
入
り
、
観
光
客
な

ど
大
勢
の
人
が
入
っ
て
き
て
、

交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
八

月
六
日
と
十
四
日
の
夜
、
佐
井

駐
在
所
の
附
田
部
長
と
一
緒
に

自
転
車
の
無
灯
火
調

べ
と
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
を
見

る
た
め
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

初
日
の
調
査
で
は
、
自
転
車

の
八
割
方
は
無
灯
火
で
し
た
。

自
動
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
も
未

着
用

が
多

く
、
困
っ
た
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

二
回
目
の
調
査
は
、
前
回
同

様
に
無
灯
火
が
多
く
、
雨
が
降

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

乗
っ
て
い
ま
し
た
。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
も
八
割
方
が
未
着
用
で
し

た
。自
転
車
に
乗

る
と
き
は
、
自

分
の
存
在
を
知

ら
せ

る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
事

故
防
止

に
努
め
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。「
ち
ょ
こ
っ
と
」
、
「
す

ぐ
帰

る
か
ら
」
と
、
輊
い
気
持

ち
で
外
出
す
る
の
で
し
ょ
う
け

ど
、
交
通
事
故
は
待
っ
て
く
れ

ま
せ

ん
。
中
に
は
、

ブ
レ
ー
キ

が
壊

れ
て

い
て
、

す

ご

い
ス

ピ
ー
ド
で
止
ま
れ
な
い
と

い
う

の
も
あ
り
、
修
理
す

る
よ
う
注

意
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

自
動
車
に
乗
っ
て
も
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
る
人

が
少
な
く
、
い
つ
ど
こ
で
事
故

に
あ
う
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

十
分
注
意
し
て
、
乗
っ
た
ら
必

ず
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
締
め
て
く

だ
さ
い
。
自
分
の
命
は
自
分
で

守

る
！
こ
と
を
忘

れ
ず
に
。

定 期点 検整 備 促進運 動

９月１日～１０月３１日

自動車は、私たちの生活に
非常に大きな係わりを持ち、
今や必要不可欠な存在となっ
ています。その反面、交通事
故の増加 や、自動車公害 と

いった、さまざまな社会問題
も走旦きています。
運輸省では、関係省庁、自

動車 関係団体の協力 のもと
に、自動車の安全確保、公害
防止のため、毎年「定期点検
整備促進運動」を行っていま

す。
定期点検整備にっいての問
い合せは、陸運支局、自動車
検査登録事務所にお尋ねくだ

さし稲
・青森陸運支局

≫０１７７⑩１５０４
・八戸自動車検査登録事務所

００１７８⑩３１６１



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｆｌ‘０１７７－２３－２３７９

奥さまと税最
近
、
家
庭
の
主
婦
が
パ
ー

ト
で
外
に
勤
め
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
主
婦
が
パ
ー
ト

に
出
る
場
合
、
税
金
の
面
で
次

の
二
つ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
く

と
良
い
で
し
ょ
う
。

一
、
パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
自
身

に
、
税
金
が
か
か
る
か
ど
う

か

入

夫
の
税
金
を
計
算
す
る
と

き
に
、
配
偶
者
控
除
や
配
偶

者
特
別
控
除
を
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
訪
ね
く

だ
さ
い
。

災害と税地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど

の
災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家

財
な
ど
に
損
害
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
被
害
額
の
程
度
に
よ
っ

て
、
国
税
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
取
り
扱
い
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
、
所
得
税
な
ど
税
金
の
減
額

二
、
税
金
を
納
め
る
期
限
の
延

長
三
、
申
告
・
申
請
な
ど
の
提
出

期
限
の
延
長

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
訪
ね
く

だ
さ
い
。

お年寄りや
障害者と税

国
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
に

社
会
保
障
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
お
年
寄
り
や
心

身
に
障
害
が
あ
る
人
な
ど
、
社

会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場
に

あ
る
方
々
に
対
し
て
は
、
そ
の

生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
社

会
連
帯
に
基
づ
く
支
え
が
必
要

で
す
。
老
人
医
療
費
給
付
や
各
種
施

設
の
整
備
な
ど
、
財
政
支
出
の

面
で
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る

一
方
、
税
金
の
面
で
も
い
ろ
い

ろ
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

９

月

３ ０
日 は

国 民 健 康 保 険税（２ 期）の

納 期 限 で す
Ｏ

＝納期内納付にご協力ください＝

老

齢

基

礎

年

金

の

繰

上

げ

請

求

に
っ

い
て

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始

年
齢
は
六
十
五
歳
か
ら
で
す

が
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
六
十

五
歳
前
で
も
年
金
の
支
給
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
繰
上
げ
請
求
」
と

い
い
ま
す
。

し
か
し
、
繰
上
げ
請
求
を
す

る
と
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た

り
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
が
停
止
さ
れ
る
な
ど
、
次
の

よ
う
な
不
利
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
▼
年
金
が
減
額
さ
れ
る

請
求
し
た
と
き
の
年
齢
に
応

じ
て
、
次
の
表
の
よ
う
に
年
金

額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
の
減

額
さ
れ
る
割
合
は
、
六
十
五
歳



に
な
っ
て
も
変
わ
ら
ず
、
ま
た

繰
上
げ
請
求
の
取
消
し
が
で
き

な
い
た
め
、
一
生
減
額
さ
れ
た

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

▼
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

が
停
止
さ
れ
る

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

人
し
た
こ
と
の
あ
る
人
に
、
六

十
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
特
別
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共

済
年
金

が
繰
上
げ
請
求
す
る

と
、
そ
の
と
き
か
ら
六
十
五
歳

に
な
る
ま
で
支
給
停
止
さ
れ
ま

す
。
▼
就
職
す
る
と
老
齢
基
礎
年
金

が
停
止
さ
れ
る

繰
上
げ
請
求
し
た
後
に
会
社

な
ど
に
就
職
し
て
、
厚
生
年
金

に
加
入
し
た
と
き
は
、
六
十
五

歳
に
な
る
か
退
職
す
る
ま
で
の

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給

停
止
さ
れ
ま
す
。

▼
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
繰
上
げ
請
求
し
た
後
に
病
気

や
ヶ
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
あ
と
で
後
悔
し
な
い
た
め
に

繰
上
げ
請
求
を
し
た
あ
と
で

後
悔
し
て
も
変
更
や
取
消
し
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

平
均
寿
命
が
八
十
歳
を
超
え

る
今
、
長
い
年
金
生
活
を
考
え

る
と
、
早
く
年
金
を
受
給
す
る

こ
と
が
決
し
て
得
と
は
い
え
ま

せ
ん
。「
み
ん
な
が
も
ら
っ
て

い
る
か
ら
」
と
周
囲
に
同
調
し

な
い
で
、
も
う
一
度
考
え
て
く

だ
さ
い
。

支 給率

移 動 年 金 相 談 所 を

開 設 し ま す

むつ社会保険事務所で

は、次のとおり「平成４
年度移動年金相談所」を
開設しますので、ご利用
ください。
Ｓ１臼 時

平成４年９月１７日（水）
午前１０時～午後３時
卜会 場
大間町立公民館
卜相談内容
厚生年金、国民年金に

関する相談（届書の受付、
期間の照会など）
ド持参するもの
厚生年金被保険者保険
証または年金手帳、職歴

書（メモしたもの）、印鑑

「

今

朝

、

平

年

よ

り

三
日

早

く

、

富
士

山

に
初

冠

雪

が

見

ら

れ
ま

し

た
」

と

い
う

ニ
ュ

ー

ス

を
、

そ

ろ

そ

ろ
耳

に

す

る
こ

ろ

で

す
。

過

去

三

十
年

間

、

富

士

山

の

初
冠

雪

の

平

均

は
、

山

梨

県

の

河

口
湖

測

候

所

の
場

合

、

九

月

二

十

九
日

で

す

。

初
冠
雪
が
も
っ
と
早
い
の

は
北
海
道
の
大
雪
山
旭
岳
で
、

九
月
二
十
＝
百

、
一
方
、
遅

い
ほ
う
で
は
鹿
児
島
県
の
桜

島
が
、
十
二
月
十
五
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。
初
冠
雪
を
測

候
所
や
地
方
気
象
台
で
観
測

し
て
い
る
山
は
、
全
国
で
九

十
八
山
（
連
山
を
含
む
）
で
す
。

た
だ
し
、
富
士
山
な
ど
一
部
の
山

で
は
、
複
数
の
地
点
で
観
測
し
て

い
ま
す
。

初
雪
と
初
冠
雪
は
違
い
ま
す
。

初
雪
は
、
観
測
地
点
に
降
っ
た
雪

で
す
が
、
初
冠
雪
は
山
の
上
に
白

く
か
ぶ
さ
っ
た
雪
が
、
下
か
ら
見

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
富
士
山
の
よ

う
に
山
頂
に
測
候
所
が
あ
る
場
合

に
は
、
初
冠
雪
だ
け
で
な
く
、
初

雪
の
観
測
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
年
中
雪
が
降
る
よ

う
な
山
で
は
、
ど
れ
が
そ
の
年
の

終
雪
で
、
ど
れ
が
初
雪
か
分
か
ら

な
く
な
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
こ

れ
は
、
日
平
均
気
温
か
年
間
最
高

に
な
っ
た
日
を
境
に
、
そ
の
日
か

ら
後
に
降
っ
た
雪
を
初
雪
と
す
る

の
だ
そ
う
で
す
。
な
か
に
は
、
初

雪
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
後
に
日
平

均
気
温
の
最
高
の
日
が
き
て
、
終

雪
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ

け
で
す
。

九
月
は
、
高
い
山
で
は
初

冠
雪
の
季
節
で
す
が
、
わ
た

し
た
ち
に
と
つ
て
は
暑
さ
も

緩
み
、
快
適
な
気
候
と
い
え

ま
す
。
こ
の
月
は
、「
健
康
増

進
普
及
運
動
」
で
す
。
こ
れ

を
機
会
に
、
栄
養
・
運
動
・

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活

を
心
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。



ワ
サ
ビ
の

上

手

な

あ
る
し
方

＝
す
る
と
思
う
な

練
る
と
思
え
＝

に
ず
匹
ｙ
レ
繋
刺
身
な
ど
の

生
も
の
に
、
ワ
サ
ビ
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
薬
味
で
す
。

な
か
で
も
、
生
ワ
サ
ビ
の
鼻
に

つ
１
ん
と
く
る
辛
味
や
香
り
な

ど
は
独
特
の
風
味
で
、
粉
ワ
サ

ビ
や
練
り
ワ
サ
ビ
は
遠
く
及
び

ま
せ
ん
。

ワ
サ
ビ
の
風
味
を
生
か
す
決

め
手
は
、
お
ろ
し
方
に
あ
り
ま

す
。
ワ
サ
ビ
は
、
お
ろ
す
前
に

タ
ワ
シ
な
ど
で
こ
す
っ
て
洗

い
、
包
丁
の
先
で
黒
い
汚
れ
を

取
り
ま
す
。
葉
や
茎
は
外
側
か

ら
む
し
り
取
る
か
、
包
丁
で
切

り
落
と
し
ま
す
が
、
茎
の
付
け

根
は
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ワ
サ
ビ
は
根
の
先
か
ら
で
は

な
く
て
、
葉

や
茎
の
方
か
ら
お

ろ
し
ま
す
。
お
ろ
す
と
き
に
は
、

き
め
の
細
か
い
切
れ
味
の
鋭
い

お
ろ
し
金
か
、
サ
メ
皮
を
張
っ

た
お
ろ
し
器
を
使
い
ま
す
。

７‐
サ
ビ
は
、
ご
し
ご
し
と
手

荒
ご
お
ろ
せ
ば
い
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら

「
す

る
と

思
う

な
練

る
と

思

え
」
と
言
わ
れ
、
お
ろ
し
金
を

ワ
サ
ビ
に
垂
直
に
立
て
、
輪
を

描
く
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
回
し

な
が
ら
、
練
る
よ
う
に
お

ろ
し
ま
す
。
こ
う
す
る
と
、

ワ
サ
ビ
の
細
胞
が
き
れ
い

に
つ
ぶ
れ
、
そ
れ
に
空
気

か
ぶ
れ
る
こ
と
で
辛
味

が

引
き
出
さ
れ
る
の
で
す
。

砂
糖
を
少
量
つ
け
て
お
ろ

す
と
、
辛
味
が
一
層
引
き
立
ち
ま

す
。
お
ろ
し
た
ワ
サ
ビ
を
ま
な

板
の
上
で
、
包
丁
の
背
を
使
っ

て
軽
く
た
た
い
て
や
る
と
、
粘

り
が
出
て
辛
味
が
増
し
ま
す
。

お
ろ
し
た
ワ
サ
ビ
は
、
し
ば

ら
く
空
気
に
ふ
れ
さ
せ
て
お
く

と
、
余
分
な
苦
み
が
抜
け
ま
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り
長
く
お
く
と
、

辛
味
や
香
り
が
な
く
な
り
ま
す
。

す
り
残
し
た
ワ
サ
ビ
は
濡
れ

た
布
で
包
み
、
ラ
ッ
プ
で
く
る

ん
で
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
の
が
、

上
手
な
保
存
方
法
で
す
。
濡
れ

た
布
の
代
わ
り
に
、
よ
く
洗
っ

に
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
の
葉
で

包
む
と
、
適
度
な
湿
り
が
保
て

長
持
ち
し
ま
す
。

９月台風

冠水した電気器具の

使用にはご注意

（財）東北電気保安協会

満１歳になります

附 田 祥ちゃん

（星・恵美子）

古 佐 井

戸籍の窓口
８月１４日現在

Ｏお誕生おめでとう

中 村 圭 亮（弘喜）原田

越 膳 さやか（弘行）福浦

中 村 友 和（久美義）矢越

○ご結婚おめでとう

（ 佐々木 繁（青森市）

越 膳 優 子（福 浦）

Ｏおくやみ申し上げます

竹 内 龍 三（道 子）古佐井

紀 伊 明（美佐男）古佐井

三 川 ア 子（健 二）大佐井

個人のプライバシーを尊重

する意味で、載せてほしくな

い人は、届出の際に係まで申

し出てください。

７月３１日現在人口（前月比）

男 １，８１３（十∠↓）

女 １，８∠Ｌア（十Ξ ）

計 ３，６６０（十フ）

世帯数 １，１２１（－１ ）
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